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入
会
十
年
対
象
者

桑
名
市

中
森

友
男

さ
ん

四
日
市
市川

上

左
知
雄
さ
ん

中
川

敏
雄

さ
ん

佐
藤

俊
博

さ
ん

服
部

利
昭

さ
ん

森
川

晃

さ
ん

伊
藤

郷
實

さ
ん

栗
野

茂

さ
ん

木
原

利
行

さ
ん

木
村

幸
雄

さ
ん

東

紀
泰

さ
ん

西
脇

良
孝

さ
ん

河
村

弘
美

さ
ん

植

益
伺

さ
ん

大
森

明

さ
ん

芦
谷

秀
夫

さ
ん

南

勇
一

さ
ん

藤
端

美
一

さ
ん

木
本

博

さ
ん

鈴
鹿
市

田
邊

幸
一

さ
ん

（
二
〇
名
）

●
『
米
寿
を
迎
え
た
会
員
宅
へ

お
祝
い
品
の
贈
呈
』

対
象
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
一
月
中
に

役
員
が
お
届
け
い
た
し
ま
す
）

●
『
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
』

・
令
和
四
年
三
月
五
日
（
土
）

・
場
所

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
塩
浜

雨
天
予
備
日
は
四
月
九
日
（
土
）

＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
同
封

の
チ
ラ
シ
を
参
照
願
い
ま
す
。

●
『
三
重
工
場
見
学
会
』

・
令
和
四
年
三
月
二
三
（
水
）

・
参
加
募
集
人
員
五
十
名

（
友
の
会
会
員
の
み
）

＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
同
封

の
チ
ラ
シ
を
参
照
願
い
ま
す
。

●
『
友
の
会
だ
よ
り
一
一
三
号

発
行
』

●
『
第
四
四
回
定
期
総
会
』

・
令
和
四
年
五
月
二
八
日

・
四
日
市
市
文
化
会
館
第
三
ホ
ー

ル
・
午
前
か
ら
開
催

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号

の
友
の
会
だ
よ
り
一
一
三
号
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
『
大
相
撲
名
古
屋
場
所
』

・
令
和
四
年
七
月
二
十
日
（
水
）

名
古
屋
場
所
十
一
日
目

・
募
集
人
員

二
八
名

（
家
族
友
人
含
む
）

＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
同
封

の
チ
ラ
シ
を
参
照
願
い
ま
す
。

●
『
友
の
会
だ
よ
り
一
一
四
号

発
行
』

●
『
友
の
会
だ
よ
り
一
一
五
号

発
行
』

尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

に
よ
り
中
止
、
或
は
延
期
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

二
０
二
一
年

友
の
会
活
動
の

お
さ
ら
い
と

総
括

入
会
二
十
年
対
象
者

愛
知
県

野
並

純
三

さ
ん

太
田

篤
幸

さ
ん

員
弁
郡

岩
田

甚
衛

さ
ん

桑
名
市

宮
田

章

さ
ん

堀

清
司

さ
ん

大
島

昇

さ
ん

三
重
郡(

菰
野
町)

中
村

政
彦

さ
ん

四
日
市
市斎

田

立
也

さ
ん

石
田

鉄
弥

さ
ん

(

采
女
町)

伊
藤

和
義

さ
ん

林

隆

さ
ん

宮
田

理

さ
ん

保
田

彰

さ
ん

鈴
木

健
一

さ
ん

山
本

誠
二

さ
ん

山
本

宗
治

さ
ん

竹
内

義
信

さ
ん

堤

敏
美

さ
ん

中
村

和
彦

さ
ん

足
道

文
美

さ
ん

野
村

育
洋

さ
ん

岩
﨑

敏
夫

さ
ん

川
口

善
彦

さ
ん

(

滝
川
町)

伊
藤

和
義

さ
ん

稲
波

勝
彦

さ
ん

奥
出

卓
示

さ
ん

佐
藤

成
忠

さ
ん

木
村

修
太
郎
さ
ん

坂
井

邦
夫

さ
ん

伴

康
江

さ
ん

須
賀

亮
一

さ
ん

鈴
鹿
市

林

孝
司

さ
ん

成
川

栄
一

さ
ん

瓦
谷

正
克

さ
ん

中
村

二
生

さ
ん

林

信
昌

さ
ん

渡
辺

正
則

さ
ん

加
藤

文
雄

さ
ん

亀
山
市

福
嶋

邦
生

さ
ん

津
市

山
村

哲
雄

さ
ん

平
子

光
則

さ
ん

二
葉

茂

さ
ん

藤
井

雅
樹

さ
ん

多
気
郡

石
上

明

さ
ん

（
四
四
名
）

入
っ
て
ま
す
か

自
転
車
保
険
！

富
士
電
機

労
働
組
合

富
士
オ
フ
ィ
ス
＆
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
（
F
O
L
S
）

Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
に
て
自
動
車
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
自
動
車
保
険
に
、
お
よ
そ
、
百

二
０
円
／
月
で
、
損
害
賠
償
責
任
保
険
を
付
保
す
る
こ
と
が
出
来

る
そ
う
で
す
。
ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
ま
で
、

T
E
L

０
５
９
・
３
３
０
・
１
６
６
１

二
０
二
二
年

当
面
の
行
事

計
画
案

実
施
出
来
た
行
事
等

●
友
の
会
だ
よ
り
の
発
行

・
第
一
一
０
号
四
月
二
七
日

・
第
一
一
一
号
八
月
五
日

・
第
一
一
二
号
一
月
一
日

●
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

年
間
に
渡
っ
て
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

●
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
塩
浜
で
開
催

三
月
六
日
春
日
和
の
中
、
四

四
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま

し
た
。
マ
ス
ク
着
用
の
中
、
熱

気
に
溢
れ
健
康
増
進
に
大
い
に

役
立
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
大
相
撲
名
古
屋
場
所

七
月
十
四
日
観
戦
に
二
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
名
古
屋
場

所
。
十
二
名
の
参
加
者
で
、
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
遵
守
す

る
中
の
観
戦
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
高
田
川
部
屋
と
の
交
流

が
、
無
か
っ
た
も
の
の
、
醍
醐

味
を
充
分
に
味
わ
う
こ
と
が
、

出
来
ま
し
た
。

●
趣
味
の
会
と
の
連
絡
会

七
月
二
十
日
、
組
合
会
議
室

に
お
い
て
、
十
二
の
趣
味
の
会
、

各
代
表
者
と
の
連
絡
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
役
員
の
紹
介
、
各
趣

味
の
会
の
活
動
の
現
況
と
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
等
を
行
い
ま
し
た
。

●
二
十
年
・
十
年
の
節
目
を
迎

え
る
方
へ
の
記
念
品
贈
呈

以
下
の
方
々
へ
贈
呈
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

友
の
会
事
務
局
か
ら
の

『
お
知
ら
せ
』
❣

労
働
組
合
（
全
労
済
）
で
火
災
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
加
入
の
火
災
保
険
に
、
お
よ
そ
、
二
百
円

／
月
で
、
損
害
賠
償
責
任
保
険
を
付
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う

で
す
。
ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
労
働
組
合
ま
で
、

T
E
L

０
５
９
・
３
３
０
・
１
５
０
４

昨
年
二
０
二
一
年
も
、
一
昨

年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
振
り
回
さ
れ
た
一

年
で
し
た
。
爆
発
的
な
感
染
拡

大
と
な
っ
た
第
五
波
、
長
期
に

亘
っ
た
緊
急
事
態
宣
言
及
び
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
発

令
、
一
時
、
感
染
が
鎮
静
化
し

た
も
の
の
新
た
な
変
異
株
（
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
）
に
よ
る
発
症
例

の
確
認
と
拡
大
等
、
気
の
休
ま

ら
な
い
一
年
で
し
た
。

友
の
会
諸
活
動
に
お
き
ま
し

て
も
、
一
昨
年
に
続
き
思
う
よ

う
に
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
誌
面

に
お
い
て
二
０
二
一
年
を
振
り

返
り
活
動
の
経
過
と
総
括
を
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
事
中
止

【
第
四
三
回
定
期
総
会
】

二
０
二
一
年
五
月
二
九
日
、

四
日
市
文
化
会
館
に
て
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
定
期
総
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
第
四
二
回

に
続
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
、
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
の
発
令
さ
れ
る
状

況
で
の
開
催
は
、
や
む
を
え
ず

中
止
と
な
り
、
議
案
の
賛
否
を

ハ
ガ
キ
に
て
実
施
さ
せ
て
頂
き
、

五
つ
の
議
案
す
べ
て
『
賛
成
多

数
』
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

（
詳
細
は
一
一
一
号
に
掲
載
）

特
に
、
財
政
健
全
化
計
画
に

よ
り
、
役
員
・
幹
事
体
制
を
廃

止
し
、
十
名
の
役
員
の
運
営
体

制
に
変
更
と
な
り
、
会
費
納
入

方
法
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
口

座
振
込
に
よ
る
納
入
方
法
に
改

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
各
位
の
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
詳
細
は
一
一
０
号
に
掲
載
）

【
三
重
工
場
納
涼
祭へ

の
参
加
】

令
和
三
年
八
月
に
三
重
工
場

が
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
止

む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

【
三
重
工
場
周
辺

地
域
美
化
へ
の
参
加
】

令
和
三
年
十
一
月
に
労
働
組

合
が
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り

止
む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
規
活
動
ア
イ
テ
ム
「
会
員

有
志
に
よ
る
活
動
支
援
」
申

請
手
続
き
に
つ
い
て

友
の
会
だ
よ
り
一
一
一
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

延
期
（
令
和
三
年
十
月
迄
）
情

報
で
す
が
、
申
請
者
数
が
皆
無

に
近
い
為
、
再
度
延
期
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

尚
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
務
局
の
尾
関
迄
。

皆
様
の
申
請
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
会
員
か
ら
の
「
投
稿
欄
」
の

新
設
に
つ
い
て

友
の
会
だ
よ
り
を
活
用
し
会

員
皆
様
か
ら
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー

を
新
た
に
設
け
て
、
会
員
参
加

型
の
友
の
会
だ
よ
り
と
し
て
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
新
設
い
た

し
ま
し
た
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
編
集
担
当
の
稲
垣
迄
お

寄
せ
下
さ
い
。

①
ヤ
フ
ー
等
の
検
索
画
面
に

タ
ッ
チ
す
る

②
入
力
画
面
に

富
士
電
機
三
重
友
の
会
と
入
力
す
る

入
力
後
こ
こ
を
タ
ッ
チ

③
こ
こ
に
友
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
の
で
タ
ッ
チ
す
る
。

パ
ソ
コ
ン
が
無
く
て
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

友
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
み
よ
う
！

グランドゴルフ

は、楽しいですドスコイ！


